
別紙

「販　売　物　件　一　覧　表」（第１回）

（１）単年度協定物件（通常物件）

【札幌地区】

8 - 1 トドマツ一般材 石狩 2,500㎥ 7月 厚田 263外 トドマツ 100% 0.50㎥ 山元

針葉樹低質材 ～ 浜益 583外 里

2月 毘砂別 562外 （浜益）

8 - 2 トドマツ一般材 石狩 5,100㎥ 4月 恵庭 5216外 トドマツ 50% 0.51㎥ 山元 事業先行

カラマツ一般材 ～ 千歳 5262外 カラマツ 30% 0.47㎥ トド・アカエゾ3.65mに採材

アカエゾマツ一般材 2月 簾舞 1187外 アカエゾマツ 20% 0.32㎥ カラマツ4.00mに採材

針葉樹低質材

8 - 3 トドマツ一般材 石狩 2,000㎥ 4月 積丹 3315外 トドマツ 80% 0.55㎥ 山元 事業先行

カラマツ一般材 ～ 定山渓 2021外 カラマツ 10% 0.65㎥ 里 トド・アカエゾ3.65mに採材

アカエゾマツ一般材 2月 アカエゾマツ 10% 0.61㎥ （積丹） カラマツ4.00mに採材

針葉樹低質材

8 - 4 トドマツ一般材 空知 2,500㎥ 5月 幾春別 332外 トドマツ 100% 0.86㎥ 山元 事業先行

針葉樹低質材 ～ 3.65mに採材

2月

8 - 5 トドマツ一般材 空知 3,000㎥ 5月 継立 2402外 トドマツ 83% 0.74㎥ 山元 事業先行

カラマツ一般材 ～ カラマツ 17% 0.72㎥ 3.65mに採材

針葉樹低質材 2月

8 - 6 トドマツ一般材 空知 2,000㎥ 6月 万字 18外 トドマツ 75% 0.90㎥ 山元 事業先行

カラマツ一般材 ～ カラマツ 25% 1.63㎥ 3.65mに採材

針葉樹低質材 2月

8 - 7 トドマツ一般材 空知 3,000㎥ 6月 前主夕張 1015外 トドマツ 67% 0.80㎥ 山元 事業先行

カラマツ一般材 ～ カラマツ 27% 0.63㎥ 3.65mに採材

アカエゾマツ一般材 2月 アカエゾマツ 6% 0.46㎥

針葉樹低質材

8 - 8 トドマツ一般材 空知 2,500㎥ 6月 平岸 3046外 トドマツ 40% 0.73㎥ 里 事業先行

カラマツ一般材 ～ カラマツ 60% 1.22㎥ （芦別） 3.65mに採材

針葉樹低質材 2月

8 - 9 トドマツ一般材 空知 3,000㎥ 6月 頼城 4400外 トドマツ 67% 0.64㎥ 里 事業先行

カラマツ一般材 ～ 咲別 カラマツ 33% 1.45㎥ （西芦別） 3.65mに採材

針葉樹低質材 2月

8 - 10 トドマツ一般材 胆振東部 3,300㎥ 6月 稲里 2130外 トドマツ 97% 0.53㎥ 山元 SGEC森林認証材

エゾマツ一般材 ～ 穂別 2123外 エゾマツ 3% 0.41㎥ 事業先行

針葉樹低質材 2月 3.65mに採材

8 - 11 トドマツ一般材 胆振東部 1,300㎥ 6月 白老 92外 トドマツ 71% 0.40㎥ 山元

カラマツ一般材 ～ 樽前 244外 カラマツ 24% 0.60㎥

アカエゾマツ一般材 2月 アカエゾマツ 4% 0.22㎥

エゾマツ一般材 エゾマツ 1% 1.01㎥

針葉樹低質材

8 - 12 エゾマツ一般材 胆振東部 1,500㎥ 6月 苫小牧 1187外 エゾマツ 48% 0.23㎥ 山元

トドマツ一般材 ～ トドマツ 44% 0.24㎥

カラマツ一般材 2月 カラマツ 8% 0.46㎥

針葉樹低質材

8 - 13 トドマツ一般材 日高北部 3,000㎥ 5月 日高、日勝 25外 トドマツ 90% 0.39㎥ 山元 事業先行

アカエゾマツ一般材 ～ 富岡、振内 83外 アカエゾマツ 9% 0.25㎥ 3.65mに採材

エゾマツ一般材 2月 貫気別、門別 309外 エゾマツ 1% 0.33㎥

針葉樹低質材 1013外

8 - 14 トドマツ一般材 日高南部 4,000㎥ 7月 御園東 252外 トドマツ 100% 0.57㎥ 山元 事業先行

アカエゾマツ一般材 ～ 若園 1005外 3.65mに採材

針葉樹低質材 2月 東川 2140外

三石 3184外

8 - 15 カラマツ一般材 日高南部 1,500㎥ 7月 御園東 252外 カラマツ 100% 1.05㎥ 山元 事業先行

～ 若園 1005外 4.00ｍに採材

2月 東川 2140外

三石 3184外
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8 - 16 針葉樹原料材 石狩 3,000㎥ 7月 厚田 263外 トドマツ 90% - 山元

広葉樹原料材 ～ 浜益 583外 広葉樹 10% - 里

2月 毘砂別 562外 （浜益）

8 - 17 針葉樹原料材 石狩 10,000㎥ 4月 恵庭 5216外 トド・アカエゾ 60% - 山元 事業先行

カラマツ原料材 ～ 千歳 5262外 カラマツ 20% - 2.40mに採材

広葉樹原料材 2月 簾舞 1187外 広葉樹 20% -

8 - 18 針葉樹原料材 石狩 4,000㎥ 4月 積丹 3315外 トド・アカエゾ 80% - 山元 事業先行

カラマツ原料材 ～ 定山渓 2021外 カラマツ 10% - 里 2.40mに採材

広葉樹原料材 2月 広葉樹 10% - （積丹）

8 - 19 針葉樹原料材 空知 3,000㎥ 5月 幾春別 332外 トドマツ 70% - 山元 事業先行

広葉樹原料材 ～ 広葉樹 30% - 2.40mに採材

2月

8 - 20 針葉樹原料材 空知 2,500㎥ 5月 継立 2402外 トドマツ 60% - 山元 事業先行

カラマツ原料材 ～ カラマツ 20% - 2.40mに採材

広葉樹原料材 2月 広葉樹 20% -

8 - 21 針葉樹原料材 空知 2,000㎥ 6月 万字 18外 トドマツ 50% - 山元 事業先行

カラマツ原料材 ～ カラマツ 25% - 2.40mに採材

広葉樹原料材 2月 広葉樹 25% -

8 - 22 針葉樹原料材 空知 3,000㎥ 6月 前主夕張 1015外 トドマツ 34% - 山元 事業先行

カラマツ原料材 ～ カラマツ 27% - 2.40mに採材

広葉樹原料材 2月 アカエゾマツ 6% -
広葉樹 33% -

8 - 23 針葉樹原料材 空知 2,500㎥ 6月 平岸 3046外 トドマツ 40% - 里 事業先行

カラマツ原料材 ～ カラマツ 40% - （芦別） 2.40mに採材

広葉樹原料材 2月 広葉樹 20%

8 - 24 針葉樹原料材 空知 3,000㎥ 6月 頼城 4400外 トドマツ 50% - 里 事業先行

カラマツ原料材 ～ 咲別 カラマツ 33% - (西芦別) 2.40mに採材

広葉樹原料材 2月 広葉樹 17% -

8 - 25 針葉樹原料材 胆振東部 2,300㎥ 6月 稲里 2130外 トド･エゾ･アカエゾ 89% - 山元 SGEC森林認証材

広葉樹原料材 ～ 穂別 2123外 広葉樹 11% - 事業先行

2月 2.40mに採材

8 - 26 針葉樹原料材 胆振東部 1,300㎥ 6月 白老 92外 トドマツ 51% - 山元

カラマツ原料材 ～ 樽前 244外 カラマツ 16% -

広葉樹原料材 2月 広葉樹 33% -

8 - 27 針葉樹原料材 胆振東部 1,500㎥ 6月 苫小牧 1187外 トド･エゾ･アカエゾ 54% - 山元

カラマツ原料材 ～ カラマツ 6% -

広葉樹原料材 2月 広葉樹 40% -

8 - 28 針葉樹原料材 日高北部 5,000㎥ 5月 日高、日勝 25外 トド･エゾ･アカエゾ 88% - 山元 事業先行

広葉樹原料材 ～ 富岡、振内 83外 広葉樹 12% - 2.40mに採材

2月 貫気別、門別 309外

1013外

8 - 29 針葉樹原料材 日高南部 4,500㎥ 7月 御園東 252外 トドマツ 67% - 山元

カラマツ原料材 ～ 若園 1005外 カラマツ 33% -

2月 東川 2140外

三石 3184外

8 - 30 広葉樹原料材 日高南部 2,000㎥ 7月 御園東 252外 広葉樹 100% - 山元

～ 若園 1005外

2月 東川 2140外

三石 3184外

【 札 幌 地 区 計 】 89,800㎥

※ 土場欄の「里」は、国道等主要道路沿線に位置する土場（括弧書で箇所を記載）。

山元及び里両方の記載がある場合は、それぞれの場合の買受希望単価を提出してください。

胆振東部署 11,200㎥

日高北部署 8,000㎥

日高南部署 12,000㎥

署別数量再掲： 石　狩　署 26,600㎥

空　知　署 32,000㎥



【旭川地区】

土場

8 - 31 トドマツ一般材 留萌北部 1,000㎥ 7月 遠別 1018外 トドマツ 100% 0.36㎥ 山元

針葉樹低質材 ～

2月

8 - 32 トドマツ一般材 留萌南部 1,000㎥ 6月 西幌糠 132外 トドマツ 100% 0.44㎥ 里

針葉樹低質材 ～ (幌糠）

2月

8 - 33 トドマツ一般材 留萌南部 1,000㎥ 6月 三渓 2020外 トドマツ 100% 0.41㎥ 山元

針葉樹低質材 ～

2月

8 - 34 トドマツ一般材 上川北部 2,600㎥ 5月 前珊瑠 22外 トドマツ 57% 0.53㎥ 山元 事業先行

エゾマツ一般材 ～ 然別 239外 エゾマツ 26% 0.32㎥ 3.65mに採材

アカエゾマツ一般材 2月 奥名寄 246外 アカエゾマツ 17% 0.26㎥

針葉樹低質材 風連 1138外

8 - 35 トドマツ一般材 上川北部 1,600㎥ 5月 上士別 2338外 トドマツ 57% 0.56㎥ 山元 事業先行

エゾマツ一般材 ～ 和寒 2363外 エゾマツ 43% 0.22㎥ 3.65mに採材

針葉樹低質材 2月

8 - 36 カラマツ一般材 上川北部 1,200㎥ 5月 上士別 2338外 カラマツ 100% 0.67㎥ 山元 事業先行

～ 和寒 2363外 3.65mに採材

2月

8 - 37 トドマツ一般材 上川中部 2,500㎥ 5月 西神楽 232外 トドマツ 84% 0.62㎥ 山元 事業先行

カラマツ一般材 ～ 朗根内 1022外 アカエゾマツ 4% 0.39㎥ 3.65mに採材

針葉樹低質材 3月 神居古潭 275外 カラマツ 12% 0.73㎥

愛別 8外

8 - 38 針葉樹原料材 北空知 2,000㎥ 5月 北竜 462外 トドマツ 50% - 山元 事業先行

広葉樹原料材 ～ 広葉樹 50% - 2.40ｍに採材

3月

8 - 39 針葉樹原料材 留萌北部 3,000㎥ 7月 遠別 1018外 トドマツ 60% - 山元

広葉樹原料材 ～ 広葉樹 40% -

2月

8 - 40 針葉樹原料材 留萌南部 2,000㎥ 6月 西幌糠 132外 トドマツ 70% - 里

広葉樹原料材 ～ 広葉樹 30% - (幌糠）

2月

8 - 41 針葉樹原料材 留萌南部 3,000㎥ 6月 三渓 2020外 トドマツ 70% - 山元

広葉樹原料材 ～ 広葉樹 30% -

2月

8 - 42 針葉樹原料材 上川北部 2,000㎥ 5月 前珊瑠 22外 トド･エゾ･アカエゾ 100% - 山元 事業先行

～ 然別 239外 2.40ｍに採材

2月 奥名寄 246外

風連 1138外

8 - 43 広葉樹原料材 上川北部 1,400㎥ 5月 前珊瑠 22外 広葉樹 100% - 山元 事業先行

～ 然別 239外 2.40ｍに採材

2月 奥名寄 246外

風連 1138外

8 - 44 広葉樹原料材 上川北部 1,700㎥ 5月 上士別 2338外 広葉樹 100% - 山元 事業先行

～ 和寒 2363外 2.40ｍに採材

2月

8 - 45 針葉樹原料材 宗谷 5,000㎥ 5月 知来別 1007外 トド･エゾ･アカエゾ 90% - 山元 事業先行

広葉樹原料材 ～ 広葉樹 10% -

12月
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8 - 46 針葉樹原料材 上川中部 2,300㎥ 5月 西神楽 232外 トドマツ 75% － 山元 事業先行

カラマツ原料材 ～ 朗根内 1022外 アカエゾマツ 3% - 2.40ｍに採材

3月 神居古潭 275外 カラマツ 22% -

愛別 8外

8 - 47 広葉樹原料材 上川中部 3,300㎥ 5月 西神楽 232外 広葉樹 100% － 山元 事業先行

～ 朗根内 1022外 2.60ｍに採材

3月 神居古潭 275外

愛別 8外

8 - 48 針葉樹原料材 上川南部 7,500㎥ 4月 落合 137外 トド・エゾ・アカエゾ 92% - 山元 事業先行

カラマツ原料材 ～ トマム 228外 カラマツ 8% - 里 2.40ｍ,3,65mに採材

2月 占冠 1110 (占冠)

仁々宇 1211

富良野 335外

山部 382外

8 - 49 広葉樹原料材 上川南部 4,200㎥ 4月 落合 137外 広葉樹 100% - 山元 事業先行

～ トマム 228外 里 2.60ｍに採材

2月 占冠 1110 (占冠)

仁々宇 1211

富良野 335外

山部 382外

【 旭 川 地 区 合 計 】 48,300㎥

※ 土場欄の「里」は、国道等主要道路沿線に位置する土場（括弧書で箇所を記載）。

山元及び里両方の記載がある場合は、それぞれの場合の買受希望単価を提出してください。

北空知支署 2,000㎥

宗　谷　署 5,000㎥

上川中部署 8,100㎥

上川南部署 11,700㎥

留萌北部署 4,000㎥

上川北部署 10,500㎥署別数量再掲：

留萌南部署 7,000㎥



【北見地区】

土場

8 - 50 トドマツ一般材 網走西部 5,000㎥ 5月 金山 284外 トドマツ 92% 0.60㎥ 山元 事業先行

ストローブマツ一般材 ～ 上丸瀬布 225外 ストローブマツ 8% 0.91㎥ 3.65mに採材

針葉樹低質材 3月 丸瀬布 1224外

8 - 51 トドマツ一般材 網走西部 5,000㎥ 6月 生田原第一 314外 トドマツ 96% 0.38㎥ 山元 事業先行

アカエゾマツ一般材 ～ 生田原第二 343外 アカエゾマツ 4% 0.56㎥ 3.65mに採材

針葉樹低質材 3月 安国 302外

8 - 52 トドマツ一般材 網走西部 6,000㎥ 5月 滝 1044外 トドマツ 75% 0.50㎥ 山元 事業先行

アカエゾマツ一般材 ～ 白滝 2001外 アカエゾマツ 25% 0.37㎥ 3.65mに採材

針葉樹低質材 3月 支湧別 2015外

8 - 53 カラマツ一般材 網走西部 4,000㎥ 5月 管内全域 カラマツ 100% 0.72㎥ 山元 事業先行

～ 3.65mに採材

3月

8 - 54 トドマツ一般材 西紋別 2,000㎥ 5月 滝西 108外 トドマツ 99% 0.64㎥ 山元 事業先行

エゾ・アカエゾマツ一般材 ～ エゾ・アカエゾマツ 1% 0.27㎥ 里 3.65mに採材

針葉樹低質材 2月 （滝上）

8 - 55 トドマツ一般材 西紋別 6,000㎥ 5月 立牛 1051外 トドマツ 94% 0.33㎥ 山元 事業先行

カラマツ一般材 ～ 紋別 1202外 カラマツ 5% 1.02㎥ 里 3.65mに採材

エゾ・アカエゾマツ一般材 2月 エゾ・アカエゾマツ 1% 0.22㎥ （滝上）

針葉樹低質材

8 - 56 トドマツ一般材 網走中部 6,000㎥ 5月 佐呂間 2010外 トドマツ 92% 0.39㎥ 山元 事業先行

エゾ・アカエゾマツ一般材 ～ 若佐 2083外 エゾ・アカエゾマツ 6% 0.16㎥ 3.65mに採材

カラマツ一般材 3月 2051外 カラマツ 1% 0.58㎥

ストローブマツ一般材 2063外 ストローブマツ 1% 1.01㎥

針葉樹低質材

8 - 57 トドマツ一般材 網走中部 6,000㎥ 5月 北見 2226外 トドマツ 89% 0.51㎥ 山元 事業先行

エゾ・アカエゾマツ一般材 ～ 端野 2209外 エゾ・アカエゾマツ 11% 0.36㎥ 3.65mに採材

針葉樹低質材 3月 日吉 2220外

8 - 58 トドマツ一般材 網走中部 4,500㎥ 5月 常元 120外 トドマツ 75% 0.51㎥ 山元 事業先行

エゾ・アカエゾマツ一般材 ～ 旭 25外 エゾ・アカエゾマツ 25% 0.19㎥ 里 3.65mに採材

針葉樹低質材 3月 勝山 （置戸）

8 - 59 トドマツ一般材 網走中部 4,500㎥ 5月 温根湯 1122外 トドマツ 100% 0.41㎥ 山元 事業先行

針葉樹低質材 ～ 瑞穂 1102外 3.65mに採材

3月 富士見 2039外

8 - 60 アカエゾマツ一般材 網走中部 300㎥ 5月 管内全域 121外 アカエゾマツ 70% 0.35㎥ 山元 事業先行

エゾマツ一般材 ～ エゾマツ 30% 0.39㎥ 里 3.65mに採材

針葉樹低質材 3月 （置戸）

8 - 61 トドマツ一般材 網走南部 4,000㎥ 5月 砥草原 335外 トドマツ 67% 0.50㎥ 山元 事業先行

エゾマツ一般材 ～ 小清水 エゾマツ 1% 0.70㎥ 3.65mに採材

アカエゾマツ一般材 2月 アカエゾマツ 4% 0.27㎥

カラマツ一般材 カラマツ 28% 0.88㎥

針葉樹低質材

8 - 62 トドマツ一般材 網走南部 6,000㎥ 5月 東藻琴 12外 トドマツ 70% 0.75㎥ 山元 事業先行

エゾマツ一般材 ～ 美幌 エゾマツ 3% 0.83㎥ 3.65mに採材

アカエゾマツ一般材 2月 津別 アカエゾマツ 25% 0.31㎥

カラマツ一般材 里美 カラマツ 2% 0.95㎥

針葉樹低質材 相生

8 - 63 針葉樹原料材 網走西部 5,000㎥ 5月 金山 284外 トドマツ 66% - 山元 事業先行

カラマツ原料材 ～ 上丸瀬布 225外 カラマツ 25% - 2.40mに採材

その他針葉樹原料材（ｽﾄﾛｰﾌﾞ） 3月 丸瀬布 1224外 ストローブ 5% -
広葉樹原料材 広葉樹 4% -

8 - 64 針葉樹原料材 網走西部 5,000㎥ 6月 生田原第一 314外 トドマツ 78% - 山元 事業先行

カラマツ原料材 ～ 生田原第二 343外 アカエゾマツ 2% - 2.40mに採材

広葉樹原料材 3月 安国 302外 カラマツ 16% -

広葉樹 4% -

8 - 65 針葉樹原料材 網走西部 5,000㎥ 5月 滝 1044外 トドマツ 59% - 山元 事業先行

広葉樹原料材 ～ 白滝 2001外 アカエゾマツ 37% - 2.40mに採材

3月 支湧別 2015外 広葉樹 4% -

事業地 林班 備考
樹種 割合

㎥廻り
（立木）

樹種別割合等
物件
番号

樹材種
出材予定
森林管理

署等

出材予定
数量

（㎥）

出材
時期



土場事業地 林班 備考
樹種 割合

㎥廻り
（立木）

樹種別割合等
物件
番号

樹材種
出材予定
森林管理

署等

出材予定
数量

（㎥）

出材
時期

8 - 66 針葉樹原料材 西紋別 2,000㎥ 5月 滝西 108外 トド･エゾ･アカエゾ 86% - 山元 事業先行

広葉樹原料材 ～ 広葉樹 14% - 里 2.40mに採材

2月 （滝上）

8 - 67 針葉樹原料材 西紋別 6,000㎥ 5月 立牛 1051外 トド･エゾ･アカエゾ 77% - 山元 事業先行

カラマツ原料材 ～ 紋別 1202外 カラマツ 4% - 里 2.40mに採材

広葉樹原料材 2月 広葉樹 19% - （滝上）

8 - 68 針葉樹原料材 網走中部 4,500㎥ 5月 佐呂間 2010外 トドマツ 93% - 山元 事業先行

カラマツ原料材 ～ 若佐 2083外 アカエゾマツ 6% - 2.40mに採材

3月 2051外 カラマツ 1% -

2063外

8 - 69 針葉樹原料材 網走中部 6,200㎥ 5月 北見 2226外 トドマツ 89% - 山元 事業先行

～ 端野 2209外 アカエゾマツ 11% - 2.40mに採材

3月 日吉 2220外

8 - 70 針葉樹原料材 網走中部 3,000㎥ 5月 常元 120外 トドマツ 75% - 山元 事業先行

～ 旭 25外 アカエゾマツ 25% - 里 2.40mに採材

3月 勝山 （置戸）

8 - 71 針葉樹原料材 網走中部 3,000㎥ 5月 温根湯 1122外 トドマツ 100% - 山元 事業先行

～ 瑞穂 1102外 2.40mに採材

3月 富士見 2039外

8 - 72 広葉樹原料材 網走中部 4,000㎥ 5月 管内全域 120外 広葉樹 100% - 山元 事業先行

～ 里 2.40mに採材

3月 （置戸）

8 - 73 針葉樹原料材 網走南部 6,500㎥ 5月 砥草原 335外 トドマツ 67% - 山元 事業先行

カラマツ原料材 ～ 小清水 エゾマツ 1% - 2.40ｍに採材

2月 青葉 アカエゾマツ 4% -

カラマツ 28% -

8 - 74 針葉樹原料材 網走南部 10,500㎥ 5月 東藻琴、美幌 12外 トドマツ 70% - 山元 事業先行

カラマツ原料材 ～ 津別、里美 エゾマツ 3% - 2.40ｍに採材

2月 相生 アカエゾマツ 25% -

カラマツ 2% -

8 - 75 広葉樹原料材 網走南部 4,000㎥ 5月 管内全域 12外 広葉樹 100% - 山元 事業先行

～ 2.40ｍに採材

2月

※

※ 土場欄の「里」は、国道等主要道路沿線に位置する土場（括弧書で箇所を記載）。

山元及び里両方の記載がある場合は、それぞれの場合の買受希望単価を提出してください。

北見地区については、全てＳＧＥＣ森林認証林産物。

35,000㎥

【北見地区計】 124,000㎥
西紋別支署 16,000㎥

網走中部署 42,000㎥

署別数量再掲： 網走西部署

網走南部署 31,000㎥



【帯広地区】

土場

8 - 76 トドマツ一般材 根釧西部 2,500㎥ 5月 標茶 281外 トドマツ 70% 0.33㎥ 山元 事業先行

アカエゾマツ一般材 ～ アカエゾマツ 25% 0.29㎥ 3.65mに採材

エゾマツ一般材 12月 エゾマツ 5% 0.42㎥

針葉樹低質材

8 - 77 トドマツ一般材 根釧西部 5,000㎥ 5月 川湯 4205外 トドマツ 60% 0.26㎥ 山元 事業先行

アカエゾマツ一般材 ～ 御卒別 4464外 アカエゾマツ 30% 0.22㎥ 3.65mに採材

エゾマツ一般材 2月 エゾマツ 10% 0.39㎥

針葉樹低質材

8 - 78 カラマツ一般材 根釧西部 2,500㎥ 5月 御卒別 4458外 カラマツ 100% 0.61㎥ 山元 事業先行

～ 3.65mに採材

2月
8 - 79 カラマツ一般材 根釧東部 4,300㎥ 5月 養老牛 459外 カラマツ 100% 0.79㎥ 山元 事業先行

～ 西春別 636外 里 3.65mに採材

2月 別海 1105外 （中標津）

8 - 80 トドマツ一般材 根釧東部 2,100㎥ 5月 養老牛 459外 トドマツ 79% 0.45㎥ 山元 事業先行

アカエゾマツ一般材 ～ 西春別 636外 アカエゾマツ 21% 0.22㎥ 里 3.65mに採材

針葉樹低質材 2月 別海 1105外 （中標津）

8 - 81 トドマツ一般材 十勝東部 5,900㎥ 6月 茂足寄 71外 トドマツ 80% 0.32㎥ 山元 事業先行

カラマツ一般材 ～ 鳥取 85外 カラマツ 8% 0.73㎥ 里 3.65mに採材

アカエゾマツ一般材 2月 足寄 158外 アカエゾマツ 11% 0.29㎥ （芽登）

エゾマツ一般材 螺湾 18外 エゾマツ 1% 0.31㎥

針葉樹低質材 芽登 302外

8 - 82 トドマツ一般材 十勝東部 7,000㎥ 6月 陸別 1040外 トドマツ 85% 0.36㎥ 山元 事業先行

アカエゾマツ一般材 ～ 宇遠別 1001外 アカエゾマツ 13% 0.21㎥ 里 3.65mに採材

エゾマツ一般材 2月 勲祢別 1124外 エゾマツ 2% 1.38㎥ （陸別）

針葉樹低質材

8 - 83 トドマツ一般材 十勝西部 6,000㎥ 7月 管内全域 2129外 トドマツ 92% 0.21㎥ 山元

アカエゾマツ一般材 ～ アカエゾマツ 7% 0.16㎥

カラマツ一般材 3月 カラマツ 1% 0.18㎥

針葉樹低質材

8 - 84 トドマツ一般材 東大雪 7,600㎥ 6月 岩松 1012外 トドマツ 79% 0.33㎥ 山元 事業先行

エゾマツ一般材 ～ 新得 2001外 エゾマツ 5% 0.28㎥ 3.65ｍに採材

アカエゾマツ一般材 2月 ニペソツ 1297外 アカエゾマツ 16% 0.25㎥

針葉樹低質材 鹿追 2104外

8 - 85 針葉樹原料材 根釧西部 5,000㎥ 5月 標茶 281外 トド･エゾ･アカエゾ 80% - 山元 事業先行

広葉樹原料材 ～ 広葉樹 20% - 2.40ｍに採材

12月

8 - 86 カラマツ原料材 根釧西部 3,000㎥ 5月 御卒別 4458外 カラマツ 80% - 山元 事業先行

針葉樹原料材 ～ トド･エゾ･アカエゾ 10% - 2.40ｍに採材

広葉樹原料材 2月 広葉樹 10% -

8 - 87 針葉樹原料材 根釧西部 14,000㎥ 5月 御卒別 4464外 トド･エゾ･アカエゾ 90% - 山元 事業先行

広葉樹原料材 ～ 川湯 4205外 広葉樹 10% - 2.40ｍに採材

2月 弟子屈 4017外

8 - 88 カラマツ原料材 根釧東部 7,600㎥ 5月 養老牛 459外 カラマツ 56% - 山元 事業先行

針葉樹原料材 ～ 西春別 636外 トドマツ 6% - 里 2.40ｍに採材

広葉樹原料材 2月 別海 1105外 アカエゾマツ 22% - （中標津）

広葉樹 16% -

物件
番号

樹材種
出材予定
森林管理

署等

出材予定
数量

（㎥）

出材
時期

備考
樹種 割合

㎥廻り
（立木）

樹種別割合等

事業地 林班



土場
物件
番号

樹材種
出材予定
森林管理

署等

出材予定
数量

（㎥）

出材
時期

備考
樹種 割合

㎥廻り
（立木）

樹種別割合等

事業地 林班

8 - 89 針葉樹原料材 十勝東部 14,000㎥ 6月 管内全域 1040外 トドマツ 83% - 山元 事業先行

カラマツ原料材 ～ カラマツ 3% - 里 2.40ｍに採材

その他針葉樹原料材（ストローブ） 2月 アカエゾマツ 12% - (芽登・陸別）

エゾマツ 1% -

ストローブ 1% -

8 - 90 広葉樹原料材 十勝東部 6,000㎥ 6月 管内全域 1040外 広葉樹 100% - 山元 事業先行

～ 里 2.40ｍに採材

2月 (芽登・陸別）

8 - 91 針葉樹原料材 十勝西部 7,000㎥ 7月 管内全域 2129外 トド・アカエゾ 70% - 山元

広葉樹原料材 ～ 広葉樹 29% -

カラマツ原料材 3月 カラマツ 1% -

8 - 92 針葉樹原料材 東大雪 8,400㎥ 6月 岩松 1012外 トド･エゾ･アカエゾ 84% - 山元 事業先行

広葉樹原料材 ～ 新得 2001外 広葉樹 16% - 2.40ｍに採材

2月 ニペソツ 1297外

鹿追 2104外

【 帯 広 地 区 計 】 107,900㎥

※ 土場欄の「里」は、国道等主要道路沿線に位置する土場（括弧書で箇所を記載）。

山元及び里両方の記載がある場合は、それぞれの場合の買受希望単価を提出してください。

署別数量再掲： 根釧西部署 32,000㎥

根釧東部署 14,000㎥

十勝東部署 32,900㎥

十勝西部署 13,000㎥

東大雪支署 16,000㎥



【函館地区】

土場

8 - 93 トドマツ一般材 後志 2,500㎥ 6月 大滝 2039外 トドマツ 98% 0.51㎥ 山元 事業先行

アカエゾマツ一般材 ～ 壮瞥 アカエゾマツ 2% 0.23㎥ 里 トドマツ・アカエゾマツ 3.65mに採材

針葉樹低質材 2月 （大滝）

8 - 94 トドマツ一般材 後志 2,200㎥ 6月 留寿都 299外 トドマツ 100% 0.41㎥ 山元 事業先行

針葉樹低質材 ～ トドマツ 3.65mに採材

2月

8 - 95 トドマツ一般材 檜山 5,500㎥ 5月 佐助 81外 トドマツ 100% 0.52㎥ 山元 事業先行

針葉樹低質材 ～ 神明 2241外 トドマツ 3.65mに採材

2月 亀川 3001外

ガロー 1477外

8 - 96 カラマツ一般材 檜山 1,200㎥ 5月 佐助 81外 カラマツ 100% 0.48㎥ 山元 事業先行

～ 神明 2241外 カラマツ 4.00mに採材

2月 亀川 3001外

8 - 97 トドマツ一般材 渡島 2,900㎥ 5月 今金 4010外 トドマツ 98% 0.50㎥ 山元 事業先行

カラマツ一般材 ～ 美利河 4169外 カラマツ 2% 1.03㎥ トドマツ 3.65mに採材

針葉樹低質材 2月 カラマツ 4.00mに採材

8 - 98 トドマツ一般材 渡島 1,300㎥ 5月 七飯 2102外 トドマツ 25% 0.25㎥ 山元 事業先行

エゾマツ一般材 ～ エゾマツ 62% 1.26㎥ トドマツエゾマツ 3.65mに採材

カラマツ一般材 2月 カラマツ 13% 1.20㎥ カラマツ 4.00mに採材

針葉樹低質材

8 - 99 針葉樹原料材 後志 2,200㎥ 6月 大滝 2039外 トドマツ・アカエゾ 71% - 山元 事業先行

カラマツ原料材 ～ 壮瞥 カラマツ 20% - 里 2.40ｍに採材

広葉樹原料材 2月 広葉樹 9% - （大滝）

8 - 100 針葉樹原料材 後志 2,100㎥ 6月 留寿都 299外 トドマツ 77% - 山元 事業先行

カラマツ原料材 ～ カラマツ 1% - 2.40ｍに採材

その他針葉樹原料材（ドイツトウヒ） 2月 ドイツトウヒ 2% -

広葉樹原料材 広葉樹 20% -

8 - 101 針葉樹原料材 後志 1,400㎥ 6月 寿都 3068外 トドマツ 71% - 山元 事業先行

カラマツ原料材 ～ カラマツ 12% - 2.40ｍに採材

広葉樹原料材 12月 広葉樹 17% -
8 - 102 針葉樹原料材 檜山 5,500㎥ 5月 佐助 81外 トドマツ 70% - 山元 事業先行

カラマツ原料材 ～ 神明 2241外 カラマツ 15% - 2.40ｍに採材

スギ原料材 2月 亀川 3001外 スギ 15% -
8 - 103 針葉樹原料材 渡島 2,300㎥ 5月 大関 297外 トドマツ 91% - 山元 事業先行

カラマツ原料材 ～ 国縫 404外 カラマツ 1% - 2.40ｍに採材

広葉樹原料材 2月 広葉樹 8% -

8 - 104 針葉樹原料材 渡島 2,400㎥ 5月 今金 4010外 トドマツ 79% - 山元 事業先行

カラマツ原料材 ～ 美利河 4169外 カラマツ 7% - 2.40ｍに採材

広葉樹原料材 2月 広葉樹 14% -

8 - 105 針葉樹原料材 渡島 1,000㎥ 5月 七飯 2102外 トドマツ・エゾマツ 55% - 山元 事業先行

カラマツ原料材 ～ カラマツ 26% - 2.40ｍに採材

広葉樹原料材 2月 広葉樹 19% -

8 - 106 針葉樹原料材 渡島 2,600㎥ 5月 大関 302外 トドマツ 94% - 山元 事業先行

カラマツ原料材 ～ 白石 4353外 カラマツ 1% - 2.40ｍに採材

その他針葉樹原料材（ドイツトウヒ） 2月 ドイツトウヒ 1% -

広葉樹原料材 広葉樹 4% -

【 函 館 地 区 計 】 35,100㎥

※ 土場欄の「里」は、国道等主要道路沿線に位置する土場（括弧書で箇所を記載）。

山元及び里両方の記載がある場合は、それぞれの場合の買受希望単価を提出してください。

【 通 常 物 件 計 】 405,100㎥

備考
物件
番号

樹材種
出材予定
森林管理

署等

出材予定
数量

（㎥）

出材
時期 樹種 割合

㎥廻り
（立木）

事業地 林班

樹種別割合等

10,400㎥

檜　山　署 12,200㎥

渡　島　署 12,500㎥

後　志　署署別数量再掲：



（２）単年度協定物件（大径材物件）

土場

8 - 107 トドマツ一般材（大径材） 石狩 100㎥ 4月 管内全域 5126外 トドマツ 100% 0.51㎥ 山元 事業先行

～

2月

8 - 108 トドマツ一般材（大径材） 網走西部 100㎥ 5月 管内全域 284外 トドマツ 100% 0.60㎥ 山元 SGEC森林認証材

～ 事業先行

3月

8 - 109 トドマツ一般材（大径材） 西紋別 100㎥ 9月 管内全域 15外 トドマツ 100% 0.76㎥ 山元 SGEC森林認証材

～ 里

2月 （滝上）

8 - 110 トドマツ一般材（大径材） 網走南部 100㎥ 5月 管内全域 12外 トドマツ 100% 0.64㎥ 山元 SGEC森林認証材

～ 事業先行

2月

8 - 111 トドマツ一般材（大径材） 十勝東部 100㎥ 6月 管内全域 1040外 トドマツ 60% 0.92㎥ 山元 エゾマツ・アカエゾマツ含む

エゾマツ一般材（大径材） ～ エゾマツ 30% 0.95㎥ 里 （要単価提出）

アカエゾマツ一般材（大径材） 2月 アカエゾマツ 10% 0.88㎥ (芽登・陸別）

【 大 径 材 物 件 計 】 500㎥

※ 大径材物件の品質については次のとおり。

※ 土場欄の「里」は、国道等主要道路沿線に位置する土場（括弧書で箇所を記載）。

山元及び里両方の記載がある場合は、それぞれの場合の買受希望単価を提出してください。

・目まわり、入皮、凍裂等のその他の欠点がないか､きわめて軽微なもの

・両木口が正円に近く、通直にして樹心が木口面の中央部にあるもの

・木口・材面ともに腐れ又は空洞等がないもの

・節は、原則として３材面以上無節

100㎥署別数量再掲： 石　狩　署

樹種別割合等

・曲がりは単曲（重曲は不可）で５％以下

100㎥網走南部署

十勝東部署 100㎥

西紋別支署 100㎥

網走西部署 100㎥

備考
樹種 割合

㎥廻り
（立木）

物件
番号

樹材種
出材予定
森林管理

署等

出材予定
数量

（㎥）

出材
時期

事業地 林班



（３）単年度協定物件（大ロット物件）

土場

8 - 112 トドマツ一般材 石狩 1,000㎥ 4月 恵庭 5216外 トドマツ 100% 0.51㎥ 山元 事業先行

針葉樹低質材 ～ 千歳 5262外 トドマツ 3.65mに採材

2月 簾舞 1187外

エゾマツ一般材 胆振東部 1,700㎥ 8月 糸井 1217外 エゾマツ 50% 0.87㎥ 山元

トドマツ一般材 ～ トドマツ 30% 0.28㎥

アカエゾマツ一般材 2月 アカエゾマツ 20% 0.24㎥

針葉樹低質材

トドマツ一般材 後志 1,600㎥ 6月 寿都 3068外 トドマツ 100% 0.47㎥ 山元 事業先行

針葉樹低質材 ～ トドマツ 3.65mに採材

12月

トドマツ一般材 檜山 2,300㎥ 5月 佐助 81外 トドマツ 100% 0.53㎥ 山元 事業先行

針葉樹低質材 ～ 神明 2241外 トドマツ 3.65mに採材

2月 亀川 3001外

トドマツ一般材 渡島 2,700㎥ 5月 大関 297外 トドマツ 100% 0.48㎥ 山元 事業先行

針葉樹低質材 ～ 国縫 404外 トドマツ 3.65mに採材

2月

計 9,300㎥

【大ロット物件計】 9,300㎥

※ 物件番号８－１１２については、札幌地区（石狩署・胆振東部署）、函館地区（後志署・檜山署・渡島署）の

各地区別に買受け希望単価を提出してください。

1,000㎥署別数量再掲： 石　狩　署

胆振東部署 1,700㎥

檜　山　署 2,300㎥

後　志　署 1,600㎥

渡　島　署 2,700㎥

林班

樹種別割合等

備考
樹種 割合

㎥廻り
（立木）

事業地
物件
番号

樹材種
出材予定
森林管理

署等

出材予定
数量

（㎥）

出材
時期



（４）複数年度協定物件

8 - 113 トドマツ一般材 胆振東部 Ｒ８ 700㎥ 7月 竹浦 7外 トドマツ 70% 0.37㎥ 山元

エゾマツ一般材 ～ エゾマツ 28% 0.82㎥

アカエゾマツ一般材 3月 アカエゾマツ 2% 0.63㎥

針葉樹低質材 Ｒ９ 900㎥ 4月 竹浦 7外 トドマツ 70% 0.37㎥ 山元

～ エゾマツ 28% 0.82㎥

3月 アカエゾマツ 2% 0.63㎥

計 1,600㎥

8 - 114 針葉樹原料材 胆振東部 Ｒ８ 700㎥ 7月 竹浦 7外 トド・エゾ・アカエゾ 79% - 山元

広葉樹原料材 ～ 広葉樹 21% -

3月

Ｒ９ 600㎥ 4月 竹浦 7外 トド・エゾ・アカエゾ 79% - 山元

～ 広葉樹 21% -

3月

計 1,300㎥

8 - 115 トドマツ一般材 西紋別 Ｒ８ 3,000㎥ 6月 上渚滑 1063外 トドマツ 78% 0.49㎥ 山元 事業先行

カラマツ一般材 ～ 紋別 1212外 カラマツ 21% 0.82㎥ 里 3.65mに採材

エゾ・アカエゾマツ一般材 3月 エゾ・アカエゾマツ 1% 0.33㎥ （滝上） SGEC森林認証材

針葉樹低質材 Ｒ９ 4,000㎥ 4月 上渚滑 1063外 トドマツ 78% 0.49㎥ 山元

～ 紋別 1212外 カラマツ 21% 0.82㎥ 里

3月 エゾ・アカエゾマツ 1% 0.33㎥ （滝上）

計 7,000㎥

8 - 116 針葉樹原料材 西紋別 Ｒ８ 3,500㎥ 6月 上渚滑 1063外 トド･エゾ･アカエゾ 71% - 山元 事業先行

カラマツ原料材 ～ 紋別 1212外 カラマツ 19% - 里 2.40mに採材

広葉樹原料材 3月 広葉樹 10% - （滝上） SGEC森林認証材

Ｒ９ 4,500㎥ 4月 上渚滑 1063外 トド･エゾ･アカエゾ 71% - 山元

～ 紋別 1212外 カラマツ 19% - 里

3月 広葉樹 10% - （滝上）

計 8,000㎥

8 - 117 トドマツ一般材 網走南部 Ｒ８ 500㎥ 9月 青葉 1006外 トドマツ 64% 0.44㎥ 山元 SGEC森林認証材

エゾマツ一般材 ～ エゾマツ 1% 0.22㎥

アカエゾマツ一般材 3月 アカエゾマツ 1% 0.20㎥

カラマツ一般材 カラマツ 34% 0.57㎥

針葉樹低質材 Ｒ９ 1,100㎥ 4月 青葉 1006外 トドマツ 64% 0.44㎥ 山元

～ エゾマツ 1% 0.22㎥

3月 アカエゾマツ 1% 0.20㎥

カラマツ 34% 0.57㎥

Ｒ１０ 200㎥ 4月 青葉 1006外 トドマツ 64% 0.44㎥ 山元

～ エゾマツ 1% 0.22㎥

2月 アカエゾマツ 1% 0.20㎥

カラマツ 34% 0.57㎥

計 1,800㎥

【複数年度物件計】 19,700㎥

【 公 募 総 計 】 434,600㎥

※

※ 土場欄の「里」は、国道等主要道路沿線に位置する土場（括弧書で箇所を記載）。

山元及び里両方の記載がある場合は、それぞれの場合の買受希望単価を提出してください。

事業地 備考
樹種 割合

㎥廻り
（立木）

土場

網走南部署 1,800㎥

針葉樹低質材及び針葉樹原料材には、トドマツ、エゾマツ、アカエゾマツを含む。

樹材種
出材予定
森林管理

署等

出材予定
数量

（㎥）
年度

出材
時期

西紋別支署 15,000㎥

林班

樹種別割合等
物件
番号

胆振東部署 2,900㎥署別数量再掲：



別紙１ 

 

暴力団排除に関する誓約事項 

 

 当社（団体である場合は当団体）は、下記１及び２のいずれにも該当せず、また、将来

においても該当しないことを誓約します。 

 この誓約が虚偽であり、又はこの誓約に反したことにより、当方が不利益を被ることと

なっても、異議は一切申し立てません。 

 また、北海道森林管理局の求めに応じ、当方の役員名簿（有価証券報告書に記載のもの。

ただし、有価証券報告書を作成していない場合は、役職名、氏名及び生年月日の一覧表）

を警察に提供することについて同意します。 

 

 

記 
 

１ 契約の相手方として不適当な者 

（１） 法人等（個人、法人又は団体をいう。）の役員等（個人である場合はその者、法人であ

る場合は役員又は支店若しくは営業所（常時契約を締結する事務所をいう。）の代表者、

団体である場合は代表者、理事等、その他経営に実質的に関与している者をいう。以下

同じ。）が、暴力団（暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法律

第 77 号）第２条第２号に規定する暴力団をいう。以下同じ。）又は暴力団員（同法第２

条第６号に規定する暴力団員をいう。以下同じ。）であるとき 
（２） 役員等が、自己、自社若しくは第三者の不正の利益を得る目的、又は第三者に損害を加

える目的をもって、暴力団又は暴力団員を利用するなどしているとき 
（３） 役員等が、暴力団又は暴力団員に対して、資金等を供給し、又は便宜を供与するなど直

接的あるいは積極的に暴力団の維持、運営に協力し、若しくは関与しているとき 
（４） 役員等が、暴力団又は暴力団員であることを知りながらこれを不当に利用するなどして

いるとき 
（５） 役員等が、暴力団又は暴力団員と社会的に非難されるべき関係を有しているとき 
 

２ 契約の相手方として不適当な行為をする者 

（１） 暴力的な要求行為を行う者 
（２） 法的な責任を超えた不当な要求行為を行う者 
（３） 取引に関して脅迫的な言動をし、又は暴力を用いる行為を行う者 
（４） 偽計又は威力を用いて契約担当官等の業務を妨害する行為を行う者 
（５） その他前各号に準ずる行為を行う者 
 

上記事項について、安定供給システム販売申請書の提出をもって誓約します。 



  
  
別紙２ 
 

国有林材の安定供給システム協定書（案） 
 
国有林材の安定供給システムによる販売の実施に関し、北海道森林管理局長 猪島康浩

（以下「甲」という。）と               （以下「乙」という。）とは、

令和  年  月  日から令和  年  月  日まで下記により協定する。 
 

令和  年  月  日 
 

甲  北海道札幌市中央区宮の森３条７丁目７０番 
   北海道森林管理局長    猪 島 康 浩 

 
乙   

       

       

 
記 

 
第１条 甲乙双方は、信義に則り、相互に協力し、かつ、誠実にこの協定の遵守に努める

ものとする。 
 
第２条 甲は、この協定に基づく林産物の販売計画を別記のとおり定めるとともに、当該

林産物の安定供給に努めるものとする。 
 
第３条 乙は、前条の計画に基づき供給される林産物の購入に努めるとともに、購入する

林産物の利用及び加工・流通等に係る取組その他について、企画提案書の内容を踏

まえたものとなるよう努めるものとする。 
 
第４条 乙は、甲に対し、企画提案書に記載した取組の実施状況について報告を行うもの

とする。 
（１）乙は、甲が行う報告内容の確認作業に協力するものとする。 

 
第５条 林産物の販売は、森林管理署長又は森林管理署支署長と乙との売買契約に基づき

行うものとする。 
 
第６条 乙は、購入した林産物について、その売払いを受けた目的以外に使用し、消費し、

担保に供し、又は他人に譲り渡してはならない。 
 
第７条 甲は、乙が前条の規定に反していた場合にはこの協定を解除することができるも

のとする。 
 



  
  
第８条 甲乙双方は、特に必要と認める場合は、協議の上、この協定の変更又は解除をす

ることができるものとする。 
 
第９条 この協定の特約条件として、次のことを定める。 

（１）甲は、第７条の規定によるほか、乙が協定期間中に「国有林材の安定供給システ

ムによる販売（製品販売）」の実施に係る公募公告に定めるシステム販売の対象と

なる需要者の要件を失ったときは、この協定を解除することができるものとする。 
（２）第７条又は上記の（１）に基づき協定を解除した場合、乙は、その解除によって

生じる損害賠償の請求を行わないものとする。 
（３）甲は、協定締結後に乙が企画提案書に記載した取組の概要並びに協定した協定数

量を、原則公表するものとする。 
（４）協定した単価は、市場価格と大幅な差が生ずる場合に変更することができるもの

とする。 
（５）甲は、この協定に基づき販売する林産物が、持続可能な森林経営が営まれている

森林から合法的に伐採されたものであることを証明するものとする。 
（６）乙は、合法性・持続可能性を確保した木材から生産された木材・木材製品である

ことを製品の需用者にＰＲするよう努めるものとする。 
（７）乙は、甲が企画提案書の内容の根拠を確認する必要が生じた場合、確認作業につ

いて協力するものとする。 
 
第 10 条 販売予定数量に対して販売数量が２割以上の過不足が見込まれる場合は、甲乙

双方で協議してその取り扱いを決めるものとする。 
 
第 11 条 この協定に定めのない事項については、必要に応じて、甲乙協議の上、定める

ものとする。 
 

上記協定の証として、本協定書を２部作成し、甲、乙各１通を保有する。 
 
 
 
別記 

林産物の販売計画 
 

物件 
番号 樹 材 種 販売予定森林 

管理署（支署） 
販売予定 
数量(㎥) 

    

 
                                                                           



　　　　  別　表　１

国有林材の安定供給システムに係る審査基準
評価項目 配点

計

減点2 システム販売の合計期間 ０～-5

9～０

原料材
チップ及びオガ粉の年間生産量のうち、北海道内の農林水
産業用（菌床用・緩衝材・暗渠疎水材・家畜敷料等）として供
給している割合（原木換算）｡

9～０

減点1

意図した結果となった

０～-10意図した一部のみが実現した
意図した結果にならなかった。（以下を除く）
改善を指導したものの十分な対応をせず、意図した結果にならなかった

取組評価点
10

一般材・低質材
建築用材（構造材、羽柄材）の製造割合
ただし、集成材、合板、桟木、ラミナを除く。

取組評価点9

以下の項目のすべてにあてはまる場合

くるみん認定の認定基準7、認定基準8及び認定基準9の基準を満たしている場合、過去3
年間に若手(35歳未満)の新規雇用があり申請の日まで雇用が継続している場合

上記以外

○労働生産性の向上のため、効率的な作業システム、工程管理の工夫等を行うとともに、
生産性向上の目標を持って取り組んでいる

○現場従事者の技術向上に向け、技術指導、研修会・講習会の開催・参加、資格取得へ
の支援等を実施している

○作業の平準化、天候に応じた就業調整等により、現場作業員の休暇日数の確保と休
養、健康管理に組織的に取り組んでいる

2～０以下の項目の1つまたは2つにあてはまる場合

以下の項目のいずれにもあてはまらない場合

取組評価点6

4日以上の労働災害なし

3～０4日以上の労働災害が1～2件

重大災害あり又は重大災害に至らない4日以上の労働災害が3件以上

取組評価点7

申請者の全員が登録している場合又は申請者が素材生産事業者の場合で、協定取引先
の全員が登録している場合

3～０申請者の半分以上が登録している場合又は申請者が素材生産事業者の場合で、協定取
引先の半分以上が登録している場合

上記以外

取組評価点8

えるぼし認定企業、プラチナくるみん認定企業、くるみん認定企業、ユースエール認定企業
である場合

2～０

取組評価点5

森林経営管理法に基づき市町村から民有林管理を再委託

3～０森林経営計画を策定して民有林を管理経営

森林経営計画策定者等から民有林の森林施業を受託

取組評価点4
前年度の国有林立木販売購入実績【分育購入実績なし】(件)

5～０
前年度の国有林立木販売購入実績【分育購入実績あり】(件)

取組評価点3

製材工場、2×4工場 製品歩留まり(%)

5～０

合単板工場 製品歩留まり(%)

LVL工場 製品歩留まり(%)

集成材工場 製品歩留まり(%)

素材生産事業者 過去2年度分の事業成績評定(点)

チップ工場 生産能力（月産量BDt）

オガ粉工場 生産能力（年間生産量m3）

流通事業者

手数料(%)

はい積料(円/m3)

バイオマス発電工場【熱利用なし】

間伐材・林地残材等の利用割合(%)

バイオマス発電工場【熱利用あり】

住宅メーカー、製紙工場 地域材の利用率(%)

取組評価点2

新設、拡充、導入からの期間（申請時）

15～０

地域林政と整合する場合における新設、拡充、導入からの期間（申請時）

需要拡大に係る国策と整合する場合における新設、拡充、導入からの期間（申請時）

地域林政及び需要拡大に係る国策のいずれとも整合する場合における新設、拡充、導入
からの期間（申請時）

取組評価点1

特に優良と認められるもの

3～０
優良と認められるもの

良と認められるもの

上記以外

評価内容

価格点
審査の対象とする申請者の最低購入希望価格（円/m3）

50～０
申請者のうち最高額を提示した者の最低購入希望価格（円/m3）

齊藤孝次(SAITOTakatsugu)
テキストボックス




